
shizuoka-wakaba kindergarten

静岡若葉幼稚園は教育者で子ども達に限りない愛情を注いだ若林忠男氏によって昭和

30年12月、設立しました。

幼い子ども達をより良い環境の下で心身ともに健やかに育成することが、人間形成の基

盤を培うことであり、将来有為な社会人として貢献できることを願っています。

伸びる若葉のように子ども達が明るく元気に逞しく成長することを目標に創立者の願いを

実現すべく誠心誠意努力しています。
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創立20周年記念碑碑文 昭和51年11月3日

(初代園長 若林友恵）

静岡若葉幼稚園
入園案内



静岡市HPより

認定こども園とは

認定こども園とは幼稚

園と保育所の機能や特

長をあわせ持ち、地域の

子育て支援も行う施設で

す。対象年齢は０歳から

５歳までのお子さんです。

＜ 認定こども園の２つの

ポイント ＞

3歳から5歳のお子さんは、

保護者の働いている状

況に関わりなく教育・保

育を一緒に受けます。保

護者の就労状況が変

わっても、通いなれた園

を継続して利用できます。

子育て支援の場が用意

されていて、園に通って

いない子どものご家庭も、

子育て相談や親子の交

流の場などに参加できま

す。

認定区分及び保育時間について

・登降園は保護者の責任の下、保育時間内にお願いします。認定区分に

より、時間外のお預かりは有料となりますのでご注意下さい。

・土曜日は1号認定のお子さんはお休みです。2，3号認定のお子さんの

土曜預かりと８月のお盆期間は希望となっています。
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教育目標

日々の生活を通して基本的な生

活習慣が身につき、自分でやろう

とする意欲のある子に育てる。

子どもの姿に褒めたり励ますこと

により、集団の中で認め合い、

個々の力に自信を持たせる。

友だちとの遊びの中でい

たわったり譲り合ったりし

ながら心情を育て、友だち

の考えを受け入れること

のできる子に育てる。

日常の保育ではリトミック

や音楽リズム、絵画、製作

等を通して豊かな幼児らし

い表現力をのびのびと育

てる。

動植物の飼育栽培や四

季の変化等、親しみ触れ

合う中で、生命の大切さ

を感じ優しさと思いやりを

育てる。
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生活発表会　年長児合奏

園教育の特色

感性を育む音楽教育

• 家庭的なふれあいの中で、一人ひとりの個性を大事にしながら心身ともに健やかな子どもを育てる。

• 日々の経験や活動を通して基本的な生活習慣を身につける。

• 人との関わりや共感しあえる活動を通して豊かな人間性を育み、創造性を培う教育をすすめる。

• 豊かな感性や美しい心情を育てる音楽教育をすすめる。

• 異年齢の子どもたちが相互に関わる中で、リーダーシップをとったり、憧れの気持ちを抱き、大きくな

りたいという願望を育てる。やさしい心情が芽生え、人間関係を豊かにしている。

• 心身の健全な発達を育むため、年齢・発達に応じた運動機能の推進を図っている。

幼児期は五感の発達する時期です。日頃、音楽に触れ、親しむことで心豊かな子どもを育

てたいと思います。季節の歌、リズム遊び、手遊び等音楽に親しんでいます。

歌ったり、リズム表現をしたり楽器を奏でることは音楽を楽しむ心を育て、創造性、感受性

を豊かに広げていきます。
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英語教室

丈夫な身体を作る　サーキットの様子

リトミック

講師 ローズ・マリー先生

月に2回子ども達は歌やゲームを

通して異文化に親しんでいます。

毎朝、体操の後はサーキットをします。前転、跳び箱、パンチング、逆上がり、ケンケン、

その他固定遊具等、全身運動を通して運動機能の向上を図ります。子ども達は元気よ

く取り組んでいます。

講師 和波真実先生

リズミカルに動いたり、身体

表現することで感性を育みま

す。
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保育の取り組み

子どもにとって遊ぶこと自体が学びとなります。遊びの体験を重ねていくことで成長

していくのですが、園では保育者と周りの友達、環境が子どもの成長の手助けとなり

ます。若葉幼稚園では教育・保育要領のもと、健康、人間関係、環境、言葉、表現の

各領域をおさえながら教育及び保育を進めています。保護者の方からは、「英語は

やっていますか」「もじ・かずは何歳からやるのですか」と言われることがあります。幼

稚園は小学校教育の先取り教育ではありません。お子さんによっては興味関心が高

く、優れた能力を持つ子がおります。早期教育によって伸びる子も確かにいるでしょう。

しかし、乳幼児期に必要なことは他にあると考えます。

経済協力開発機構（OECD)が先進国を含む世界65か国の15歳を対象にした国際学

習到達度調査（PISA)の結果からこのようなことを指摘しています。

「与えられたことをその通りにできることは素晴らしい、しかし、それが社会に出た時に

生かされていない。」

社会に出て役に立つ学力とは、考える力、創意工夫する力です。このようにやった

ほうがいいよ、と教えていてはそれはいい保育ではありません。遠回りしても子どもに

考えていくことの面白さを教えてあげることが必要です。グローバル化した世界で生き

抜くには、価値観やアイディア、信念、信仰等が多様化しており、自分と異なる考え方

を持った人も受け入れたり、連携していくことが必要です。そのような中で、妥協点を

見出しながら話し合いをし、意見をまとめる、そんな能力が問われているようです。

若葉幼稚園の保育は、子どもが疑問を抱き、保育者も共に考え、共に育つような保

育でありたいと考えています。これからの社会に生き抜いていける有為な人材の育成

に努力いたします。
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交通教室

初めての集団生活

家庭から離れて初めて集団生活に入りますので、お子さんも、また保護者

の皆さんも期待と不安が入り交じっていることでしょう。子ども自身が親から離

れた場所でどうしたら良いか分からず泣いたり、集団の力に不安を感じて心

細くなったり、我慢しきれなくなったりします。成長と共に子ども自身が持って

いる社会性の芽を伸ばし、仲間とかかわり、遊ぶことが大切です。

園生活は身辺の自立を促し、保育者は援助をします。すぐに幼稚園生活に

順応出来る子ばかりではありません。消極的な子等は慣れるまでに時間が

かかります。時間をかけて見守っていき、遊びへの誘いや声掛け等園生活に

親しみが持てるように援助していきます。

春の親子遠足

七夕お祝い会 夏祭り

保育参観
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当園での取り組み　～こんな活動をしています～

０．１．２歳児入園

生後８か月から健康状態が良好なお子さんをお預かりします。お子さんにとって、年

齢月齢に応じた適切な環境が不可欠です。成長には個人差があり、それぞれの発達

段階を経て次のステップに向かいます。決して無理をせず、健やかな成長に繋がるよ

うお手伝いします。

基本的生活習慣は乳幼児期に築いておく必要があります。それは、日々の繰り返し

で身につけられるものです。園では、遊ぶ、食べる、午睡等、決まった時間で生活しま

す。また、衣服の着脱や排泄の自立も少しずつできるよう促していきます。

朝の歌

ヨーヨーを

作ったよ！

クレヨン遊び

・室内遊び（保育者が子どもたちの興味や発達に合わせて

手作り玩具、知育玩具などを用意しています。小麦粉粘土

やゼリー遊びなど、安全な素材にこだわり、手指を使うこと

で五感の発達を促します。

・季節の歌（音楽に親しみ感性、表現力豊かな子に育てます。）

リズム遊び（楽器を使ったり、リトミックなど音楽に合わせながら身体を動かして遊びます。）
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・戸外活動（近くの公園で動植物に触れたり、広い場所で体を動かす
ことで身体機能を高めます。）

お散歩にて
手作りおもちゃ

氷をさわって

キャー！！

つめたい

ダンゴムシ

みーつけた！

砂場にて

・製作活動（季節に沿った内容で

技法を取り入れながら指先の発

達を促しています。）その他、季

節の行事に合わせていろいろな

物を作っています。

園庭遊具
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満３歳児入園

・対象年齢 令和 年４月２日生まれ～令和 年４月1日生まれ

・募集人員 1８名

・1号認定児 利用時間 8：30～14：30

＊定員に達しましたら受付終了とします。

＊満３歳児は誕生日の前日から入園することができます。無償化の対象です

ので保育料はかかりません。 面接を行い、健康上、支障のないお子さんを入

園許可とします。

当園では２歳６ヶ月を過ぎたお子さんからもお受けできます。そ

の場合、保育料（19,500円）、給食費（ 円）計25, 00円の

費用がかかります。入園した月の保育料は日割り計算します。

給食費は 円/1食です。３歳になってからは保育料の徴収は

ありません。なお、３歳の誕生日を迎えるまでは預かり保育の

利用はできません。
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乳児

時間
０歳児～２歳児 3歳児～5歳児(満3歳児)

3号認定児 1号認定児 (新2号認定児) 2号認定児

保育短時間 保育標準時間 教育標準時間 保育短時間 保育標準時間

開園 7:30 開園

〇延⾧保育 〇順次登園 〇早朝預かり保育 〇延⾧保育 〇順次登園

〇各クラスへ移動 8:30 〇各クラスへ移動

9:00

9:30

10:00

11:00

11:30

12:00

13:00

14:30 〇降園

15:00 〇預かり保育（ほし組）

15:30

〇自由遊び

〇順次降園 〇順次降園

16:30 〇延⾧保育

〇延⾧保育 〇順次降園 〇順次降園

〇ほし組へ移動 17:30

〇延⾧保育 18:30 〇延⾧保育

閉園 19:00 閉園

＊認定区分により、時間外のお預かりは有料となりますのでご注意下さい。

＊土曜日預かり保育（8：30～16：30）は、2，3号認定のお子さんを希望によりお預かり致します。

＊満3歳児は、1号認定児となります。当年度は認定区分の変更はできません。

＊ 1号認定児が、預かり保育無償化の給付を受ける場合は新2号の認定申請が必要です。

・視診、検温 、連絡事項の確認 ・視診 、連絡事項の確認 

ほし組（異年齢保育） 〇自由遊び

・順次目覚め、排泄

ほし組（異年齢保育） 〇自由遊び

〇順次登園
 〇朝の身支度、自由遊び    

 〇外遊び  
 〇体操、サーキット
 〇朝の会（歌、リズム遊び）
 〇クラス活動（主題活動）

   
〇給食      
 〇クラス活動（自由遊びなど）
 〇帰りの会 （１日の反省、絵本など）  

〇順次登園 
〇自由遊び  
      
 〇おやつ
 〇朝の会（歌、リズム遊び）
 〇年齢に合わせた保育 

 〇給食    
 〇午睡                

〇おやつ    
 〇自由遊び 

〇ほし組へ移動

〇おやつ

〇自由遊び

（異年齢児保育） 

幼児

共

通

教

育

時

間
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給　食

栄養士の管理の下、自園給食は子ども達にも大変好評です。炊きたてのご飯、ホ

カホカのおかずはおいしさも抜群。食材は安心、安全を第一に仕入れています。また、

衛生に関しては基準に則り、対策を講じています。

トマト、きゅうり、おくら等、生長を身近に触れ、収穫までの過程を通して、食の大切

さとともに感謝の心を育みます。

バランスの良い食習慣は家庭との連携が欠かせません。定期的に食事調査を

行っています。アレルギーを持つお子さんはご相談下さい。
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特別活動について

カワイ体育教室 講師 3歳児 塩澤優磨先生

4，5歳児 佐野菜摘先生

モダンダンス 講師 星野聡子先生

グランツスイミング

水慣れから泳法まで丁寧に指導

します。貸切送迎バスで通います。

専門講師を招いて行われる特別活動は、昭和61年6月より開始し

ました。子ども達がそれぞれの活動を選び、一年間講師の先生と

楽しく学習します。幼児の可能性を伸ばしたり、より良い個性を培

うものであります。3.4.5歳児の縦割りクラス編成で共に育つことを

ねらいとしています。6月～3月まで毎週火曜日10：00～11：00  
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◎は保護者の方にご参加いただける行事、参観等です。

園生活　年間の主な行事

info


info
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1号、新2号、満3歳児の預かり保育

1号、新2号、満３歳児の長期休業日預かり保育

2，3号保育標準時間の延長保育

2，3号保育短時間の延長保育

延長保育料金について
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水曜日
木曜日
金曜日

学研プレイルーム・スタディルーム
ピアノ
ピアノ

学研プレイルーム・スタディルーム
気のいい羊たち　チャレンジキッズ

火曜日

課外活動

月曜日

保育終了後、希望により、課外活動の受講ができます。預かり保育中でも

ご連絡いただければお子さんを誘導します。

気のいい羊たち チャレンジキッズ

学研プレイルーム

ピアノ
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募集人員

・1号認定　

　　　　　　　満３歳児（R3.4.2～Ｒ4.4.1） １８名

　　　　　　　３歳児（R2.4.2～R3.4.1）　　　 １２名

　　　　　　 ４歳児（H31.4.2～R2.4.1） 　 ４名

　　　　　　 ５歳児（H30.4.2～H31.4.1）　 １名

・2号認定　

３歳児（R2.4.2～R3.4.1）　　 若干名

　　　　　　　４歳児（H31.4.2～R2.4.1   若干名

　　　　　　　５歳児（H30.4.2～H31.4.1）　 若干名

・3号認定  

０歳児（R5.4.2～R6.4.1）　　 ３名

　　　　　　　１歳児（R4.4.2～R5.4.1）　　 ９名

　　　　　　　２歳児（R3.4.2～R4.4.1）　 ９名

・入園願書配布

９月１５日（金）～

・入園願書受付（1号認定）
１０月２日(月)午前８時～受付順　（入園願書を提出してください）

面接（1号認定）　１０月５日（木）１５：００～　親子同伴

諸経費（月）＊その他　遠足代等実費分はご負担いただきます。

所得により市が定めた保育料となります。

無償

５，７００円

７，６００円

保育料の中に含まれます。
２，２００円

制服用品代等

（R５.１０月～）
・保育認定（2.3号）の受付・申込は別紙によりご案内いたします。

3,100円
3,200円

１号

２号

３号
満３歳児以上

6,000円

令和６年度園児募集要項

保育料

給食費

特別活動費＊６月から

冬園服
通園ズボン
通園スカート

夏園服

０～２歳児

満３歳児以上

2,900円
1,800円
2,100円
3,100円
1,500円
1,100円

夏帽子
半袖体操着
長袖体操着
紺半ズボン
赤白帽子

通園かばん 2,400円
防災頭巾 2,050円

防災頭巾カバー 550円

info
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学校法人　若葉学園
幼保連携型認定こども園
静岡若葉幼稚園
〒422-8041
静岡市駿河区中田3丁目7-2
℡054-285-2326

HP Instagram Fax054-285-2358
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